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そこで、まず異なる粒径の金ナノ粒子(直径 30 nm, 50 nm, 80 nm)をコンポジットさせた粒子を作製した。粒径
の異なる金ナノ粒子をコンポジットさせた場合でも従来と同様に粒子表面に密な金ナノ粒子配列構造を作製する
ことができた。吸収波長を測定すると、金ナノ粒子の粒径が大きくなるにつれて、コンポジット粒子の吸収ピー
ク波長が長波長側にシフトした。これらの粒子を用いて励起波長785 nmでラマン分光測定を行うと、粒径50 nm
の金ナノ粒子をコンポジットした粒子で最も大きなシグナル強度が得られた。今回作製した微粒子の中で粒径50 
nm の金ナノ粒子をコンポジットした粒子の吸収波長が最も励起波長との差が小さかったためだと考えられる。
今回作製したSERS微粒子はコア相に磁性ナノ粒子を導入した。そのため、この粒子は磁場によって泳動方向を
制御することができるといった機能を併せ持つ。検体中の一点に焦点を当ててSERS測定を行うことも可能にな
ると考えられる。 
	 第 4章後半ではヤヌス粒子を基材とした金ナノ粒子の配列制御を行った。2成分ホモポリマーブレンド系に、1
種類のポリマーで被覆した金ナノ粒子を混合した場合、金ナノ粒子はどちらかの相に選択的に導入された。一方、
金ナノ粒子を、ヤヌス粒子を構成する2種類のポリマーで被覆したものを用いると、金ナノ粒子はヤヌス粒子の
赤道上に配列した。金ナノロッドを同様の手法によってコンポジットすると、作製後すぐの場合、高分子2相界
面に配列していたが、熱アニーリング後、金ナノロッドは 3相界面上に配列した。これらの結果から、金ナノ粒
子の赤道上配列メカニズムとして、高分子微粒子中に取り込まれた金ナノ粒子はまず熱力学的に安定な高分子２
相界面に移動し、ポリマー被覆された無機なの粒子は両親媒性を有していることから、3 相界面へと移動したと
考えられる。この赤道上に金ナノ粒子が配列したコンポジット粒子は、ヤヌス粒子の界面活性能を利用して、界
面選択的に金ナノ粒子配列構造を作製することができることから、界面に存在する分子のみ検出可能な新規
SERS基材としての応用が期待される。 
	 以上、本論文では微粒子を用いたセンシング技術に注目した高分子微粒子の表面構造制御を行った。従来では
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困難であったAshura構造やドット構造、金ナノ粒子の配列制御などの構造制御が可能であることを実証した。
今後はこれらの微粒子をもとに、センシング材料への応用といったライフサイエンス分野を含む様々な分野への
波及が期待される。 
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